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Ⅰ 調査の概要  
 

 １ 調査目的 

本県独自の学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状 

況を把握・分析し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等

に役立てるとともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力

向上対策の一層の充実を図る。 

 

２ 調査実施期間・調査内容 

○令和２年７月１日(水)～７月３１日（金） 

・小学校調査（国語・算数：第５学年：各４０分） 

      （  理科  ：第６学年： ４０分） 

・中学校調査（国語・数学：第２学年：各４５分） 

      （  英語  ：第３学年： ４５分） 

 

３ 調査実施校数及び児童・生徒数 

（１）調査実施校数 ４９４校 

※ データ集計校数 ４８４校（８月２４日現在） 

 

  （２）データ集計児童・生徒数（８月２４日現在） 

      小学校第５学年 国語 １０,６６５人 

算数 １０,６７１人 

      小学校第６学年 理科 １１,０３６人 

      中学校第２学年 国語 １０,０２３人 

数学 １０,０３０人 

      中学校第３学年 英語  ９,８０５人 
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Ⅱ 結果の概要  

 

１ 出題の考え方 

 ○ 学習指導要領が目指す学力像を示し、授業で身に付けさせたい資質・ 

能力に視点をあてたもの。 

○ 学習指導要領が求める基礎的・基本的な知識及び技能、思考力・判断 

力・表現力等を問うもの。 

○ 学習指導要領の内容の定着状況を把握するとともに、過年度の課題を 

検証する。 

 ○ 各教科の平均正答率の目標値（以下「目標値」とする）を６０％とす 

る。 

 

２ 県全体の平均正答率（％） ※参考値 

 

３ 平均正答率と「学力向上のための三つの提案」に係るアンケートとの相関  

（上位校と下位校の比較）※平均正答率上位 50校、下位 50校（１学年 20名以上）を抽出 

 

○ ねらいに即した「書く活動」を重視している学校 

 上位校 下位校 差 

小学校 ４４．０ ３６．０  ８．０ 

中学校 ４２．０ ２６．０ １６．０ 

県全体 ４３．０ ３１．０ １２．０ 

※「よく行っている」と回答した学校の割合（％） 

 小学校 中学校 

第５学年 第６学年 第２学年 第３学年 

国 語 算 数 理 科 国 語 数 学 英 語 

令和２年度 ５１．７ ５７．８ ５５．７ ６２．４ ４９．２ ４８．２ 

H29～H31の平均 ６０．３ ６０．１ ５５．１ ６７．０ ５４．９ ４８．６ 

差 －８．６ －２．３  ０．６ －４．６ －５．７ －０．４ 

自  校       
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４ 結果の総括 

（１）県全体の平均正答率から 

○ 小学校においては、国語、算数、理科について目標値（正答率６０％）

に至らなかった。 

○ 中学校においては、国語は昨年度に引き続き目標値（正答率６０％）を

上回り、数学と英語は目標値に至らなかった。 

○ 過去３年間の平均と比較すると、小学校国語・算数、中学校国語・数学・

英語において下回った。 

 

（２）平均正答率と「学力向上のための三つの提案」に係るアンケートとの相関から 

○ 小・中学校を通して、平均正答率が高い学校ほど、ねらいに即した「書

く活動」を重視する授業を実施している。 

 

 

＜参考資料＞ 

平均正答率が６割以上の児童生徒の割合の推移 
 前期(H26～H28) 後期(H29～H31) 差 

小学校（国・算） ５０．３ ５７．４  ７．１ 

中学校（国・数） ３８．３ ５５．８ １７．５ 

県全体 ４４．２ ５６．６ １２．４ 

※３年間ごとの割合の平均（％） 

 

○ 小・中学校を通して、前期３年間よりも後期３年間の割合が向上して 

いる。 
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５ 各教科における課題 

（太字は令和元年度に設定した重点課題） 

 

 
課  題 問題番号 

平均正答率 

県 自校 

小 

学 

校 

国語 

条件に合わせて書く ３一 27.0  

語彙（漢字） ３二(３)ウ 39.6  

文を書き直す 

３二(１)① 

    ② 

(２） 

20.7 

21.9 

16.3 

 

算数 

式の表現と読み ２(４) 50.2  

資料の整理と読み 

４(１)② 

(２) 

 (３) 

38.2 

43.2 

42.3 

 

計算の仕方の説明 １(２) 35.2  

理科 

獲得した概念等を日常

生活に適用する 
２(２） 37.7 

 

実験結果を基に分析、

考察し、記述する 

１(３) 

３(２) 

41.9 

49.2 

 

中 

学 

校 

国語 

複数の情報を整理し、

条件に合わせて書く 
３二 48.8 

 

文章の内容をとらえる ２一(２) 23.9  

数学 

一次方程式を解く ２(２) 51.1  

条件を変えた場合につ

いて数学的に説明する 
６(２) 26.0 

 

相対度数を用いた理由

を説明する 
９(１) 24.3 

 

英語 

適切な表現をする ９(２)  8.2  

自分の考えを書く 

10① 

② 

③ 

24.5 

11.7 

27.7 

 

情報に基づいた英文を

書く 
８(３) 11.4 
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６ 授業改善に向けて 

 
 

小学校国語 

３一 条件に合わせて書く 重点課題 

・【ほうこくする文章】において、分かったことの一つ目と二つ目を 

まとめて、自分の考えを支える理由を書くことができるかどうかを 

みる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改善のポイント＞ 

  調べたことについて報告する文章を書く活動では、児童の「調べて報告したい」とい

う思いを大切にすることが重要です。そのためには、調べる価値や報告する必要性が実

感できるような題材を選び、文章を書く相手や目的を意識して活動を進めていくことが

考えられます。 

  また、「調べたきっかけ」「調べて分かったこと」「考えたこと」など、内容のまとま

りで段落をつくり、段落相互の関係に注意して構成を考えることについて重点的に指導

することが大切です。                【読解力育成の視点：推論】 

☆平均正答率（%） 

最上位市町 41.0 

県 27.0 

自校  

 

＜自校の改善のポイント＞ 

各教科の＜改善のポイント＞内の、【係り受け解析】【照応解決】【同義文判定】【推論】【イメー
ジ同定】【具体例同定】は、読解力育成の視点との関連を示しています。（P17 参照） 
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３二(１)①②(２) 文を書き直す 

・自分が書いた【ほうこくする文章】を読み返し、間違いを正したり、 

よりよい文章に書き直したりすることができるかどうかをみる問題 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜改善のポイント＞ 

  推敲の過程においては、次のような視点で文章を見直すよう指導することが大切です。 

（１）間違いはないか…主語と述語、修飾語と被修飾語の関係の明確さ、敬体と常体など

の文末表現の使い方など         【読解力育成の視点：係り受け解析】 

（２）相手や目的を意識した表現になっているか…相手の立場や年齢に応じた文末表現に

なっているか、相手の知識や関心に応じた書き表し方になっているかなど 

  また、下書きと推敲後の文章を比べるなど、児童自身が間違いを正したり、よりよい

表現に書き直したりすることによって、整った文章になることが実感できるような工夫

をすることが考えられます。 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

 

 ３二(１)① ３二(１)② ３二(２) 

最上位市町 31.5 29.9 32.3 

県 20.7 21.9 16.3 

自校    

 

＜自校の改善のポイント＞ 
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小学校算数 

 

４(１)②(２)(３) 資料の整理と読み 重点課題 

・組み合わせたグラフの値を読むことができるかどうか、複数のグラフ 

を関連付けて考え、根拠を持って説明できるかどうかをみる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

 

 

 ４(１)② ４(２) ４(３) 

最上位市町 50.0 58.2 54.3 

県 38.2 43.2 42.3 

自校 
            

＜改善のポイント＞ 

グラフの学習では、問題文とグラフを照らし合わせ、表題、縦軸や横軸、１目盛り

の大きさを確認する習慣を身に付けさせます。 【読解力育成の視点：イメージ同定】   

４(３)では「２つのグラフを関連付けて考える」「判断の根拠を記述する」ことが

求められます。授業では、グラフから読み取ったことを紹介し合う場面で、根拠をも

って表現させることが大切です。また、気温や影の長さなど、複数の事象を折れ線グ

ラフや棒グラフを組み合わせたグラフに表し、特徴を読み取らせることなども考え

られます。            【読解力育成の視点：イメージ同定、推論】 

＜自校の改善のポイント＞ 
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１（２） 計算の仕方の説明 

・示された計算の仕方を基に、数を構成する単位に着目して小数÷整数 

の計算の仕方を考えることができるかどうかをみる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

最上位市町 47.3 

県 35.2 

自校     

＜改善のポイント＞ 

  計算の仕方を考える場面では、児童が既習の知識・技能と結び付けながら新しい方

法を見いだす活動を設定します。 

小数の計算では、0.1 や 0.01 のいくつ分という見方によって、整数の場合と同じ

ように考えて計算できることに気付かせることが重要です。 

   【読解力育成の視点：具体例同定】 

また、小数×整数の学習を基にして、小数÷整数の計算の仕方を考える活動や、 

１（２）のように、被除数が小数第一位までの数の計算の仕方を基に、被除数が小数

第二位までの数の場合を考える活動を設定することも必要です。 

【読解力育成の視点：推論】 

 

 ＜自校の改善のポイント＞ 
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小学校理科 

１（３） 実験結果を基に分析、考察し、記述する 重点課題 

・適切に条件を制御した実験を構想するために、実験結果と関係付けなが 

ら調べ方を分析して考察し、その内容を記述することができるかどうか 

をみる問題です。 

 

 

 

 

 

＜改善のポイント＞ 

理科の実験においては、自分の予想と実験結果を照らし合わせたり、必要な情報を整

理したりして、それらを根拠に自分の考えをまとめる活動が大切です。 

例えば、この問題のように、予想と結果の違いに着目し、調べる方法で設定した条件の

うち、何が予想と違う実験結果につながったのか、理由を明確にしながら考察する活動

が考えられます。                  【読解力育成の視点：推論】 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

最上位市町 60.0 

県 41.9 

自校  

 

＜自校の改善のポイント＞ 
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２（２） 獲得した概念等を日常生活に適用する 重点課題 

・影ができる方位を判断するために、観察した事実と情報を関係付けなが 

ら、分析して考察できるかどうかをみる問題です。 

 

 

 

 

＜改善のポイント＞ 

獲得した知識や概念等を日常生活などに適用して考える力を養うためには、実験や観

察の際、知識や概念と生活経験とを関連させながら、予想を立てさせることが大切です。 

また、この問題のように図や表などを用いて、観察した事実と実際に影ができる方位

を関係付け、それを言葉や文章で表す活動が考えられます。 

【読解力育成の視点：イメージ同定】 

 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

 

最上位市町 60.0 

県 37.7 

自校  

 

＜自校の改善のポイント＞ 
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中学校国語 

 

３二 複数の情報を整理し、条件に合わせて書く 重点課題 

・目的や意図に応じて、資料の中から根拠となる情報を取り出して正確 

に書くことができるかどうかをみる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

最上位市町 68.9 

県 48.8 

自校      

＜改善のポイント＞ 

  説得力のある意見文にするためには、自分の考えを支える「根拠」を明確にして書

くことが大切です。例えば、テーマに沿って図表から必要な情報を取り出し、それを

根拠にして自分の考えを書く活動が考えられます。 

【読解力育成の視点：イメージ同定】  

その際、問題や課題について述べる段落、集めた材料などについて分析する段落、

それらを基に自分の意見や考えを述べる段落など、段落の役割を考えて文章を構成

するよう指導することも重要です。 

また、指導に当たっては、教師が書いたモデル文を示すとともに、なかなか書くこ

とのできない生徒には、この問題のように書き出しを指定して書かせることも、有効

な手立ての一つです。 

 

＜自校の改善のポイント＞ 
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２一（２） 文章の内容をとらえる 

・場面の展開や登場人物の描写に注意して読み、内容を理解しているか 

どうかをみる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆平均正答率 

 

 

 

 

最上位市町 35.7 

県 23.9 

自校     

＜改善のポイント＞ 

  文学的な文章を読む際には、目的に応じて、時間的、空間的な場面の展開、登場人

物の心情や行動、情景描写などに注意して読み、的確に内容をとらえることができる

ように指導することが大切です。 

例えば、作品の形態や特徴を生かしながら文学的な文章を朗読するなどの学習活

動が考えられます。その際、朗読の工夫の明確な根拠として、場面の展開や登場人物

の描写を挙げさせることで、文章の理解を深めることができるように指導すること

が重要です。 

また、文章の内容を生徒にまとめさせたり、教師がまとめた文を提示したりして、

本文の内容と一致しているか話し合わせることも、有効な手段の一つです。 

【読解力育成の視点：同義文判定】 

 

 ＜自校の改善のポイント＞ 
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中学校数学 

 

６（２）条件を変えた場合について数学的に説明する 

 ・与えられた説明を参考に、考え方を変えた場合について、解決の過程 

を数学的に説明することができるかどうかをみる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

 

 

最上位市町 41.9 

県 26.0 

自校     

＜改善のポイント＞ 

  問題の結果が得られたところで終わるのではなく、得られた結果について、「ほか

の方法はないか」、「条件を変えて考えることはできないか」、「共通点はないか」とい

う視点で、統合的・発展的に考える場面を設定することが大切です。 

  また、問題文や式の数量が、図のどの部分を表しているかを、下線を付したり、線

で結んだりして丁寧に確認しながら問題理解を促すことによって、解決の見通しを

もたせることができます。         【読解力育成の視点：イメージ同定】 

 

＜自校の改善のポイント＞ 
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９（１）相対度数を用いた理由を説明する 

 ・相対度数の意味と相対度数を用いるよさを理解し、説明することがで 

きるかどうかをみる問題です。 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

 

 

 

最上位市町 46.0 

県 24.3 

自校     

＜改善のポイント＞ 

  相対度数を求める問題（５（１））では、正答率が５割を超えているのに対し、こ

の問題では正答率が低いだけでなく、無解答率が３０．９％でした。相対度数を求め

ることはできても、相対度数の必要性と意味を十分に理解できていないことが考え

られます。資料の活用の授業においては、文脈に即して問題を解決する場面で、相対

度数や代表値などの用語の意味を確認したり、分析の過程や結果の妥当性を検討す

る場面を設定したりすることが大切です。   【読解力育成の視点：具体例同定】 

 

 
＜自校の改善のポイント＞ 
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中学校英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最上位市町 43.6 

県  8.2 

自校    

９（２）適切な表現をする 重点課題 

・与えられた会話のやり取りの内容から推測し、自分の発言として適切な

英文を的確に表現することができるかどうかをみる問題です。 

 

 

＜改善のポイント＞ 

  授業において、まずは目的・場面、状況を設定したコミュニケーション活動を仕組

むことが必要です。コミュニケーション活動を充実させることで、状況を推測させ、

適切な表現を考えることが習慣化します。読むことにおいても、状況を推測できるよ

うな課題を与え、適切な文を書くことにつなげたいものです。 

【読解力育成の視点：推論】 

  また、文法指導としては、この問題のように、Why～？に返答する際、Because

～.だけではなく、不定詞で返答することができるといった会話の幅広さを意識した

指導も大切です。 

＜自校の改善のポイント＞ 
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１０ 自分の考えを書く 重点課題 

・与えられた条件で自分の考えを整理し、文と文のつながりに注意して、 

まとまりのある英文を書くことができるかどうかをみる問題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆平均正答率（%） 

 

 

 

 

 

 

最上位市町 30.5％ 

県 11.7％ 

 
①語彙の 

適切性 

②文法の 

正確性 

③論理性 

最上位市町  59.0 30.5 59.4 

県 24.5 11.7 27.7 

自校    

 

 

＜改善のポイント＞ 

  授業において、自分の考えや理由を口頭で伝え合う言語活動を多く取り入れるこ

とが大切です。その上で、授業中の帯活動で、自分の考えや理由を「書き貯める」活

動を継続させ、書くことへの抵抗感を軽減させるようにします。その際、時間制限や

語数指定を設定することにより、単語の綴り間違いを恐れずに書く姿勢を身に付け

ることができます。 

  一方、３つの視点によるルーブリック評価においても、とりわけ文法の正確性の正

答率が低いことから、単元構想において、コミュニケーション活動を中心とした英語

で指導する時間と、日本語で確実に文法を指導する時間を設定し、文法定着を図るこ

とが大切です。 

 

＜自校の改善のポイント＞ 
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「長崎県読解力育成プラン」６ページ 

 

  

 

 

 

６つの問題分野（６分野７項目）を日頃の授業づくりの視点に意識して加え、読解力

の育成を図ることが大切です。 
 

係り受け解析 
・教師が意図的に主語や述語、目的語などを問う。  

→ P８（小国） 

照 応 解 決 

・「それ」「これ」などの、指示代名詞が示す言葉や内容について、 

線を引くなどして読み取らせ、全体で確認する。 

→ P８（小国）、P９（中社） 
 

・省略された主語や目的語を補うように指示する。 

同 義 文 判 定 

・複数の意見や考え方が同じかどうか、グループで話し合わせる。 

  → P８（小理）、P１０（中理） 
 

・自分の意見や考え方がモデルと同じかどうか考えさせる。 

推 論 

・既習事項等を根拠として新しい知識を獲得させたり、考察させたり

する。 → P８（小理）、P１０（中理） 
 

・文章中に書かれている内容等について、根拠を明確にして自分の 

考えを述べさせる。  

イメージ同定 

・文章から読み取ったことを絵や図、表などを用いて整理させる。 

 → P７（小算）、P９（中社） 
 

・図や表、グラフから読み取ったことを、言葉や文章で表す活動に 

取り組ませる。 → P９（中数） 

具 体 例 同 定 

・言葉の定義や意味を正しくおさえた上で、考えたり話し合ったり 

する活動に取り組ませる。 → P９（中数）、P１０（中理） 
 

・様々な事例や自分の書いた文章が、定義に合っているか確認させる。 

次ページから、６つの問題分野（６分野７項目）を視点に加えた授業実践事例を紹介し 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３ ６つの問題分野（特に、「係り受け解析」「照応解決」「イメージ同定」「具体例同 

定」）を日頃の授業づくりの視点に加える。 

特別な取組を始めるのではなくて、普段の授業で使っている言葉 

を見直したり、これまでの手立てに読解力育成の視点を加えたり 

していけばいいんですね。 

ですね。 
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７　各教科の設問別正答率

大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

一
（１） 発表するのに適切な資料を選択する 相手や目的に応じて発表の方法を工夫する

一
（２）

効果を考えて、提示する資料を変え
た理由を書く

相手や目的に応じて発表の方法を工夫する

一
（３）

興味を引くための話し方の工夫とし
てふさわしくないものを選択する

相手に伝えるための適切な話し方を工夫する

一
（４）

相手のことを考えて伝わりやすい言
葉に言い換える

相手が聞き取りやすい適切な言葉に言い換え
て話す

二
調べたきっかけや目的について話し
ている人の名前を答える

話の中心に気を付けて聞く

一
（１）
 ア

折り紙文化が広まった理由を選択す
る

目的に応じて必要な文を選び出す

一
（２）
イ

折り紙の魅力を資料を読んで３０字
以内で書く

目的に応じて必要な文を選び出す

二
（１）
ウ

折り紙（おりがみ）をローマ字で書
く

ローマ字で正しく書く

二
（２）
エ

紙飛行機の魅力を短い言葉で書く 目的や必要に応じて要約する

三
③
オ

紙飛行機の折り図の③のオに入る説
明を選択する

目的や必要に応じて細かい点に注意しながら
読む

一
調べたことを報告する文章の一部を
書く

自分の考えとそれを支える理由を書く

二
(1)
①

文を意味を変えずに、「しかし」を
使って、一つの文を二つの文に書き
直す

敬体と常体に気を付けながら書く

二
(1)
②

文を意味を変えずに、「しかし」を
使って、一つの文を二つの文に書き
直す

接続語の果たす役割を理解して使う

二
(2)

主語と述語の関係に注意して
の部分を正しく書き直す

文の間違いを書き直す

二
(3)
ア

漢字を書く
ア　つうがくろ

二
(3)
ウ

漢字を書く
ウ　まわ　り

二
(4)
イ

漢字を読む
イ　持　ち

二
(4)
エ

漢字を読む
エ　協力

三
文章の構成の工夫としてふさわしく
ないものを選択する

相手や目的に応じて、文章の構成を工夫する

＜小学校国語＞

1

正答率・誤答率・無答率(%)

学年別漢字配当表に示されている漢字を文脈
に即して正しく読む、書く

2

3

0.8

1.3

2.0

3.3

79.5 19.6 

46.2 46.9 6.9 

67.3 31.4 

62.3 32.0 5.7 

32.4 61.3 6.3 

63.5 34.5 

50.4 40.5 9.1 

50.5 41.1 8.5 

46.5 39.8 13.6 

79.7 17.0 

27.0 57.7 15.3 

20.7 44.5 34.8 

21.9 42.9 35.1 

16.3 67.3 16.4 

67.8 17.8 14.4 

39.6 45.2 15.2 

76.5 8.3 15.2 

78.6 5.9 15.4 

55.3 28.5 16.2 
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大問 設問の概要 出題の趣旨 

赤
1mを５等分したテープの1つ分の
長さを分数で表す

青
1ｍを５等分したテープの8つ分の
長さを分数で表す

1.5mのリボンを３等分するときの
計算の仕方を基に、1.26mのリボ
ンを３等分した長さを求める

数を構成する単位に着目して小数÷整数の計
算の仕方を考えることができる

2ｍ76ｃｍを□ｃｍと表す
長さの単位を知り、他の長さの単位との関係
を理解している

①
二次元表から、毛糸は使いたいが、
色紙は使わない子どもの人数を調べ
る

二次元表に表された数の意味を理解し、空欄
にあてはまる数を求めることができる

②
二次元表から、色紙を使いたい子ど
もの人数を調べる

二次元表に表された数の意味を理解し、空欄
にあてはまる数を求めることで、必要な情報
を得ることができる

①
台形２つを組み合わせて平行四辺形
ができる理由を選ぶ

平行線や台形、平行四辺形の性質を理解して
いる

② 平行四辺形のまわりの長さを調べる
辺の重なりがあることに気付き、適切に長さ
を求めることができる

示された図の作図において、コンパ
スを開く長さと、はりをさす位置を
かく

円の中心に着目して、コンパスを用いた円の
作図ができる

縦の絵の枚数の求め方を基に、横や
全体の枚数の求め方を説明し、絵を
はることができるか判断する

数量の関係を式に表したり、式を読み取った
りして、絵の枚数の求め方を記述し、判断に
役立てることができる

ア

イ

消しゴムの値段を求めるための立式
ができる

もとにする量を求めるための立式ができる

レタス１個とトマト２個を買ったと
きの代金を求める

加法と乗法の混合した整数の計算120＋80
×２ができる

① ４月の気温を読み取る

② ４月の売り上げを読み取る

一番気温が高い月を見つけ、その時
の売り上げを読み取る

折れ線グラフの値を基に、棒グラフの値を読
み取ることができる

２つのグラフの変化を読み取り、間
違いの理由を書く

２つのグラフの変化の様子を理解し、変化の
違いを基に説明することができる

＜小学校算数＞

正答率・誤答率・無答率(%)小問

（2）

（１） 分数の意味や表し方について理解している

4

（1）

（2）

（2）

折れ線グラフと棒グラフの値を読み取ること
ができる

（3）

（３）

（1）

1

場面と図を関連付けた２つの数量関係を理解
している

消しゴムの値段をもとにすると、コ
ンパスの値段は何倍にあたるか数直
線上に表す

（１）

（3）

（３）

3

2

（4）

（２）

3.2

2 12 12 12 12 12 1

1.0

0.9

1.4

1.2

2.2

4.7

3.6

3.6

4.3

3.0

2.8

1.1

1.5

1.4

2.6

45.3 53.7 

35.2 63.4 

80.0 18.8 

80.6 18.4 

53.7 44.8 

64.3 34.3 

42.4 55.4 

39.7 55.6 

50.2 41.7 8.1 

66.8 29.6 

70.9 25.6 

78.4 17.3 

54.1 42.9 

81.3 16.1 

38.2 58.9 

43.2 53.7 

42.3 46.2 11.5 

73.9 25.1 

19



大問 設問の概要 出題の趣旨

サクラの様子の説明に当てはまる植
物のからだの部分を選ぶ

サクラの成長の様子について、科学的な言葉
や概念を理解している

ツルレイシの発芽時期が、アサガオ
やインゲンマメと異なる要因を選ぶ

植物の発芽について、気温の変化と発芽条件
の「適当な温度」を関係付けながら、分析し
て考察できる

植物の成長に必要な条件の調べ方に
ついて、実験結果を基に、実験方法
を考え直すわけを書く

適切に条件を制御した実験を構想するため
に、実験結果と関係付けながら調べ方を分析
して考察し、その内容を記述できる

植物の成長に必要な条件について、
実験を通して導き出す結論を選ぶ

より妥当な考えをつくりだすために、実験方
法と結果を関係付けながら、分析して考察で
きる

影のでき方について、観察記録から
言えることを選ぶ

影のでき方について、太陽の位置と影の様子
を関係付けながら、分析して考察できる

観察記録を基に、人の影が木の影に
隠れる位置を選ぶ

影ができる方位を判断するために、観察した
事実と情報を関係付けながら、分析して考察
できる

夕方にみられる月の形と場所を選ぶ
月は１日のうち時刻によって形は変わらない
が、位置が変わることを理解している

星座の動きを捉えるために必要な記
載事項を選ぶ

星座の動きを捉えるための適切な記録方法を
身に付けている

振り子の１往復する時間を変える要
因を調べるために適切に条件を変え
た振り子を選ぶ

振り子の１往復する時間を調べるための実験
について、条件を制御しながら構想できる

振り子の１往復する時間を変える要
因の調べ方について、結果を見通し
て実験方法を考え直すわけを書く

適切に条件を制御した実験を構想するため
に、調べ方を分析して考察し、その内容を記
述できる

振り子の１往復する時間と振り子の
長さについて、適切に記録した結果
を選ぶ

振り子の１往復する時間を調べるための適切
な記録方法を身に付けている

メトロノームの１往復する時間を調
整した結果とわけを選ぶ

振り子の運動の規則性をメトロノームの調整
の仕方に適用できる

メスシリンダーで一定量の水をはか
りとる適切な扱い方を選ぶ

メスシリンダーで一定量の水をはかりとる適
切な扱い方を身に付けている

水の温度と物質が水に溶ける量との
関係のグラフと実験結果から、溶け
ている物質を選ぶ

溶けている物質を判断するために、実験結果
とグラフに示された情報を関係付けながら、
分析して考察できる

水の温度と物質が水に溶ける量との
関係のグラフから、ミョウバンの水
への溶け方の特徴を書く

ミョウバンの水への溶け方の特徴について、
グラフを基に分析して考察し、その内容を記
述できる

水の温度とミョウバンが水に溶ける
量との関係のグラフから、水の温度
が下がったときに出てくるミョウバ
ンの量を選ぶ

析出するミョウバンの量について、グラフを
基に分析して考察できる

＜小学校理科＞

正答率・誤答率・無答率(%)

1

（３）

（４）

（１）

（２）

（1）

（４）

（３）

（４）

（２）

小問

2

（３）

（2）

（４）

3

4

（１）

（１）

（３）

（２）

2 12 12 12 12 1

2 12 12 12 12 12 1

2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1

2 12 12 12 12 12 1

2 12 12 12 12 12 1

2 12 12 12 12 12 1

2 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 1

2 12 12 12 12 12 1

0.3

0.3

4.2

0.6

0.9

0.4

0.7

0.2

0.3

0.1

0.2

4.8

0.1

0.1

4.9

0.8

53.3 46.6 

54.7 45.2 

41.9 53.2 

74.8 25.0 

62.2 37.7 

37.7 62.0 

53.5 46.1 

79.8 19.9 

52.1 47.6 

49.2 46.6 

59.7 39.8 

51.7 47.4 

61.8 37.7 

63.8 35.5 

66.8 28.3 

27.4 71.8 
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大問 設問の概要 出題の趣旨

発表の構成の特徴を考える
話の構成を工夫しながら、意図が明確
に伝わるように話す

適切なことわざを選ぶ
文脈上の意味に注意し、適切なことわ
ざを選ぶ

話合いの中での発言の役割を考
える

話合いの話題や方向を的確にとらえる

話し方の工夫を考える 話し手の意図をとらえながら聞く

文の成分をとらえる 文中での言葉の役割を答える

話合いの中での発言の役割を考
える

話合いの話題や方向を的確にとらえる

(

あ

)

言い換えられた描写を探す 描写に注意して読み、内容をとらえる

(

い

)

内容をとらえて説明する 描写に注意して読み、内容をとらえる

内容をとらえ正しいものを選択
する

内容をとらえる

文章の表現の特徴をとらえ選択
する

文章の表現の特徴をとらえる

① 漢字を読む（告げる） 文脈に即して漢字を正しく読む

② 漢字を書く（シジ） 文脈に即して漢字を正しく書く

③ 漢字を書く（ウチガワ） 文脈に即して漢字を正しく書く

④ 漢字を読む（貧しい） 文脈に即して漢字を正しく読む

資料を読んで書く
文章に表れているものの見方について
自分の考えをもつ

一段落を二段落に分ける 段落の役割を考えて文章を構成する

書き加える適切な語句を選択す
る

論の展開にふさわしい語句や文の使い
方を考える

根拠を書き加える
伝えたい事柄を踏まえて、資料を基に
適切な根拠を書き加える

適切な表現技法を選択する
文中で用いられている表現技法につい
て、適切なものを選ぶ

＜中学校国語＞

六

１

二

一

一

(3)

(4)

1

2

三

正答率・誤答率・無答率(%)

五

二

3

小問

二

三

四

一

２

(1)

(2)

0.3

0.4

0.3

0.3

1.0

2.7

1.4

5.0

1.7

1.3

1.5

1.3

89.1 10.6 

33.0 66.7 

77.2 22.5 

62.1 37.5 

57.7 33.4 8.9 

52.7 39.7 7.6 

73.7 16.4 9.9 

40.5 38.8 20.7 

23.9 74.8 

43.8 54.8 

96.5 2.6 

73.2 19.2 7.5 

93.2 4.0 

92.7 6.0 

79.3 15.7 

34.7 57.0 8.3 

60.9 37.8 

48.8 36.8 14.4 

52.7 45.6 
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大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

(1) ２１＋６÷（－３）を計算する 簡単な四則演算ができる

(2)
１０未満の自然数のうち素数をすべて選
ぶ

素数の意味を理解している

(1) 3(2x+1)-2(4x-3) を計算する 一次式の加法と減法の計算ができる

(2) 一元一次方程式 3x=1/2x+5 を解く
分数を含む一元一次方程式を解くこ
とができる

(1)

直角三角形㋐と直角三角形㋑との関係
を、「原点を回転の中心として、時計回
りに・・・だけ回転移動させる」という
形で表現する

回転移動について正しく理解してい
る

①円柱の表面積を表す式を選ぶ
円柱の表面積の求め方を表す式を、
正しく判断することができる

②円柱の体積を求める 円柱の体積を求めることができる

(1)
yはxに比例し、x=２のときｙ＝－８であ
るとき、ｙをｘの式で表す

比例の式を求めることができる

(2)
反比例ｙ＝12／ｘについて、正しくな
い記述を選ぶ

反比例の意味を正しく理解している

①生徒４０人の通学時間を記録した度数
分布表から、ある階級の相対度数を求め
る

度数分布表からある階級の相対度数
を求めることができる

②生徒４０人の通学時間を記録した度数
分布表から、累積度数を求める

度数分布表からある階級の累積度数
を求めることができる

(2)
７人がゲームを行ったときの得点の中央
値を求める

与えられた資料から中央値を求める
ことができる

(1) ５番目で並べる碁石の総数を求める
問題場面における考察の対象を明確
に捉えることができる

(2)
n番目について、囲み方を変えた場合の
碁石の総数の求め方を説明する

与えられた説明を参考に、囲み方を
変えた場合について、碁石の総数の
求め方を数学的に説明することがで
きる

(1)
学校と２人のそれぞれの家の位置関係に
ついて、正しい記述を選ぶ

問題場面における考察対象の位置関
係を正しく理解している

(2)
学校の位置を作図によって求める方法を
説明する

条件を基に、問題解決の方法を数学
的に説明することができる

(1)
直線上の点Pのｙ座標が表すことについ
て、正しい記述を選ぶ

座標を事象に即して正しく理解して
いる

(2)
太郎さんの条件から、花子さんが、駅ま
であと何mのところにいるかを求める

事象を理想化・単純化することで表
された直線のグラフを、事象に即し
て解釈することができる

(1)
実際の度数ではなく、相対度数を使った
理由を説明する

相対度数を用いるよさを理解し、説
明することができる

(2)
A中学校とB中学校の生徒の反復横跳び
の記録の比較について、正しい記述を選
ぶ

相対度数折れ線の意味を理解し、資
料の傾向を正しく捉えている

正答率・誤答率・無答率(%)

＜中学校数学＞

1

2

9

(2)

(1)

3

4

5

6

7

8

1.5

2.5

1.9

1.7

2.2

1.7

1.6

1.1

4.2

4.3

2.9

53.1 39.3 7.7 

48.8 42.0 9.2 

48.3 50.0 

51.8 40.3 7.8 

20.9 59.9 19.2 

67.4 28.4 

82.7 15.1 

26.0 53.2 20.8 

50.8 47.5 

21.5 49.7 28.8 

84.4 14.0 

33.0 62.8 

24.3 44.8 30.9 

53.7 43.4 

74.8 23.7 

17.0 75.1 7.9 

77.7 19.8 

51.1 36.5 12.4 

46.7 51.4 

50.7 48.2 
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部 大問 小問 設問の概要 出題の趣旨

1
人物の様子を正しく説明している英文を
聞き取り選択する

2
部屋の中にある物の位置を正しく説明し
ている英文を聞き取り選択する

3
グラフについて正しく説明している英文
を聞き取り選択する

1
二人の会話を聞き、あとの質問に対する
答えとなる時刻を表す絵を選択する

2
電話での会話を聞き、あとの質問に対す
る答えとなる正しい絵を選択する

3
指示を聞き取り、あとの質問に対する答
えとして正しい絵を選択する

1
留守番電話のメッセージを聞き、その概
要を表す英文を選択する

2
日時に関する情報を聞き取り、正しい答
えを選択する

3
何をする予定なのかを聞き取り、正しい
答えを選択する

1
文脈から判断し、「公園」という意味の
名詞parkを選択する

2
文脈から判断し、「教科書を見せて」と
なるよう動詞showを選択する

3
文脈から判断し、「値段が高い」という
形容詞expensiveを選択する

4
文脈から判断し、「質問があるとき」と
なるよう接続詞whenを選択する

1
ポスターに書かれた情報から特定のイベ
ントが開催される場所を読み取り、書き
出しに続く英文を選択する

2
ポスターに書かれた情報からイベント全
体の内容を読み取り、質問の答えとなる
適切な英文を選択する

3
与えられた複数の情報を整理して、イベ
ントに効率よく参加できる順序を示す適
切なをものを選択する

1
文脈から判断し、姉がニュース番組を見
たい理由を述べる英文を選択する

2
文脈と資料から判断し、姉妹のやり取り
に合う英文を選択する

3
文脈から判断し、姉妹のTV番組に関す
るやり取りに合う英文を選択する

4
文脈と資料から判断し、姉妹のやり取り
に合う英文を選択する

1
書き手の行動について読み取り、適切な
ものを選択する

2
書き手が経験した内容を読み取り、文脈
に合う英文を選択する

3
登場人物の心情を読み取り、適切なもの
を選択する

4
全体を読み、書き手が最も伝えたかった
内容を表す英文を選ぶ

1
「～出身である」という３人称単数現在
時制の肯定文を正確に書く

2
「テニスが好きである」という３人称単
数現在時制の肯定文を正確に書く

3
「兄弟がいない」という３人称単数現在
時制の否定文を正確に書く

1
文脈から判断し、ペンの持ち主を尋ねる
疑問文を単文で書く

2
文脈から判断し、福岡に行った理由を尋
ねる疑問文を単文で書く

3
文脈から判断し、泳ぐことを提案する英
文を肯定文で書く

①

②

③

１０

Ⅱ
部
（

読
む
こ
と
）

Ⅰ
部
（

聞
く
こ
と
）

Ⅲ
部
（

書
く
こ
と
）

ある状況や場面、事物を描写説明し
た単文レベルの英文を正しく聞き分
ける

自然な口調で話される日常的な話題
についての対話を聞き、情報を正確
に聞き取る

与えられたテーマについて考えを整
理し、文と文のつながりなどに注意
してまとまりのある文章を書く

７

８

4

まとまりのある英語の対話文を読ん
で、話の展開や対話の意味内容を正
しく理解する

6

1

2

3

９

5

与えられた状況で、長崎の伝統的な料理
について、理由を付け加えて自分の意見
を英文で書く

＜中学校英語＞

正答率・誤答率・無答率(%)

まとまりのある英語の物語文を読ん
で、主旨に関する内容や書き手が伝
えようとしている要点を理解し、英
文の内容を正確に読み取る

与えられた会話のやり取りの内容か
ら推測し、自分の発言として適切な
英文を的確に表現する

単文レベルの英文の中で文脈的なつ
ながりを理解し、正しい文法や適切
な語彙を用いた表現を判断する

与えられた情報に基づいて、適切な
表現を用いて英文を正確に書く

まとまりのある英語（留守番電話の
メッセージ）から、相手が伝えたい
ことや話の要点を聞き取る

英語で書かれたポスターから、短時
間で必要な情報を検索する

0.4

0.4

0.5

0.7

0.5

0.7

0.6

0.6

0.3

0.3

0.5

0.3

0.6

0.7

1.5

0.6

1.7

1.5

0.5

1.8

56.6 42.7 

48.5 50.9 

43.1 56.4 

91.8 7.9 

65.3 34.3 

49.0 50.5 

46.7 52.8 

87.2 12.6 

61.8 37.6 

52.3 47.0 

42.8 55.7 

32.9 65.4 

44.3 54.2 

22.6 75.6 

79.9 19.7 

88.9 10.7 

67.8 31.7 

39.6 59.8 

74.8 24.7 

61.0 38.4 

26.4 72.6 

61.1 38.0 

1.026.4 72.6 

0.961.1 38.0 

1.353.9 44.8 

1.755.5 42.8 

4.758.6 36.7 

4.643.5 51.9 

11.4 76.1 12.5 

25.8 55.1 19.0 

8.2 66.7 25.2 

25.3 44.8 29.8 

24.5 49.6 25.9 

11.7 61.9 26.3 

27.7 45.6 26.7 
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